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〔
省

令
〕

〇
電
気
通
信
主
任
技
術
者
規
則
等
の
一
部
を

改
正
す
る
省
令
（
総
務
八
九
）

J

〔
告

示
〕

〇
登
録
講
習
機
関
が
行
う
講
習
の
講
義
内

容
、
教
材
に
含
め
る
事
項
及
び
講
義
時
間

を
定
め
る
件
（
総
務
四
〇
九
）

M

〇
政
党
助
成
法
第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ

る
政
党
の
届
出
事
項
の
異
動
の
届
出
が

あ
っ
た
の
で
公
表
す
る
件
、
同
法
第
六
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
政
党
の
届
出
が

あ
っ
た
の
で
公
表
す
る
件
、
同
条
第
二
項

に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
五
条
第
三
項

の
規
定
に
よ
る
政
党
の
届
出
事
項
の
異
動

の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
公
表
す
る
件
及
び

同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
政
党
の
届
出

が
あ
っ
た
の
で
公
表
す
る
件
の
一
部
を
訂

正
す
る
件
（
同
四
一
〇
）

Q

〇
政
党
助
成
法
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

る
政
党
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
公
表
す
る

件
及
び
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
政
党

の
届
出
事
項
の
異
動
の
届
出
が
あ
っ
た
の

で
公
表
す
る
件
の
一
部
を
訂
正
す
る
件

（
同
四
一
一
）

〇
政
党
助
成
法
第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ

る
政
党
の
届
出
事
項
の
異
動
の
届
出
が

あ
っ
た
の
で
公
表
す
る
件
の
一
部
を
訂
正

す
る
件
（
同
四
一
二
）

Q

〇
政
党
助
成
法
第
二
十
一
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
る
政
党
の
解
散
等
の
届
出
が
あ
っ
た

の
で
公
表
す
る
件
（
同
四
一
三
）

〇
未
交
付
金
の
交
付
を
受
け
る
べ
き
政
党
の

名
称
及
び
当
該
未
交
付
金
の
額
を
公
表
す

る
件
（
同
四
一
四
）

R

〇
政
党
助
成
法
第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ

る
政
党
の
届
出
事
項
の
異
動
の
届
出
が

あ
っ
た
の
で
公
表
す
る
件
（
同
四
一
五
）

〇
使
用
薬
剤
の
薬
価
（
薬
価
基
準
）
の
一
部

を
改
正
す
る
件
（
厚
生
労
働
四
四
九
）

J
K

〇
療
担
規
則
及
び
薬
担
規
則
並
び
に
療
担
基

準
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
掲

示
事
項
等
の
一
部
を
改
正
す
る
件

（
同
四
五
〇
）

〔
公

告
〕

諸
事
項

裁
判
所

破
産
、
免
責
、
再
生
関
係

J
O

特
殊
法
人
等

平
成
二
十
五
事
業
年
度
財
務
諸
表
（
独
立

行
政
法
人
医
薬
基
盤
研
究
所
・
独
立
行
政

法
人
駐
留
軍
等
労
働
者
労
務
管
理
機
構
）、

日
本
弁
護
士
連
合
会
裁
決
取
消
訴
訟
の
判

決
確
定
関
係

M
R

地
方
公
共
団
体

教
育
職
員
免
許
状
失
効
、
行
旅
死
亡
人
、

公
示
送
達
関
係

Q
K

会
社
そ
の
他

Q
L

会
社
決
算
公
告

Q
M

〇
総
務
省
令
第
八
十
九
号

電
気
通
信
事
業
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
六
十
三
号
）
の
一
部
の
施
行
に
伴
い
、
及
び

電
気
通
信
事
業
法
（
昭
和
五
十
九
年
法
律
第
八
十
六
号
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
電
気
通
信
主
任
技
術
者
規
則
等
の
一
部

を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
六
年
十
一
月
二
十
七
日

総
務
大
臣

山
本

早
苗

電
気
通
信
主
任
技
術
者
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

（
電
気
通
信
主
任
技
術
者
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条

電
気
通
信
主
任
技
術
者
規
則
（
昭
和
六
十
年
郵
政
省
令
第
二
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
第
七
章

雑
則
（
第
五
十
八
条
・
第
五
十
九
条
）」を
「
第
七
章

登
録
講
習
機
関
（
第
五
十
八
条
e

第

第
八
章

雑
則
（
第
六
十
九
条
・
第
七
十
条
）

六
十
八
条
）」に
改
め
る
。

第
五
十
九
条
を
第
七
十
条
と
す
る
。

第
五
十
八
条
第
一
項
中
「
及
び
第
六
章
」
を
「
、
第
六
章
及
び
第
七
章
」
に
改
め
、同
条
を
第
六
十
九
条
と
す
る
。

第
七
章
を
第
八
章
と
し
、
第
六
章
の
次
に
次
の
一
章
を
加
え
る
。

第
七
章

登
録
講
習
機
関

（
登
録
の
申
請
）

第
五
十
八
条

法
第
八
十
五
条
の
二
第
二
項
の
申
請
書
は
、
別
表
第
十
五
号
様
式
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

２

法
第
八
十
五
条
の
二
第
三
項
の
講
習
事
務
の
実
施
に
関
す
る
計
画
を
記
載
し
た
書
類
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項

を
記
載
す
る
も
の
と
す
る
。

一

組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
事
項
（
申
請
者
が
法
人
の
場
合
に
限
る
。）

二

講
習
の
実
施
方
法

三

講
習
事
務
に
関
す
る
帳
簿
及
び
書
類
の
管
理
に
関
す
る
事
項

３

法
第
八
十
五
条
の
二
第
三
項
の
総
務
省
令
で
定
め
る
書
類
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

定
款
の
謄
本
及
び
登
記
事
項
証
明
書
（
申
請
者
が
個
人
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
過
去
二
年
間
の
経
歴
を

記
載
し
た
別
表
第
十
六
号
様
式
の
書
類
）

二

登
録
の
申
請
に
関
す
る
意
思
の
決
定
を
証
す
る
書
類

三

法
第
八
十
五
条
の
三
第
二
項
各
号
に
該
当
し
な
い
こ
と
を
示
す
別
表
第
十
七
号
様
式
の
書
類

四

講
師
が
法
別
表
第
一
の
各
項
の
講
習
の
欄
に
掲
げ
る
講
習
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
項
の
科
目
の
欄
に
掲
げ

る
科
目
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
項
の
講
師
の
欄
に
掲
げ
る
者
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
で
あ
る
こ
と

を
示
す
書
類

五

そ
の
他
参
考
と
な
る
事
項
を
記
載
し
た
書
類

（
登
録
講
習
機
関
の
登
録
の
更
新
）

第
五
十
九
条

登
録
講
習
機
関
の
登
録
の
更
新
の
申
請
は
、
登
録
の
有
効
期
間
満
了
前
三
月
以
上
六
月
を
超
え
な
い

期
間
に
お
い
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
条
の
規
定
は
、
前
項
の
登
録
の
更
新
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
登
録
講
習
機
関
の
氏
名
又
は
名
称
等
の
変
更
の
届
出
）

第
六
十
条

登
録
講
習
機
関
は
、
法
第
八
十
五
条
の
六
第
二
項
の
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
別
表
第
十
八
号

様
式
の
届
出
書
を
総
務
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

総
務
大
臣
は
、
前
項
の
届
出
が
あ
つ
た
場
合
に
は
、
法
第
八
十
五
条
の
二
第
一
項
の
登
録
を
変
更
す
る
も
の
と

す
る
。
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